
 

 

特別研修（県） 

研修名 
評価者研修 

（副課長級職員） 

実施日数・時間 １日間 

手   法 オンライン研修 

会   場 各所属ほか 

ねらい 
人事評価の目的を確認するとともに、実績評価及び能力評価の実施のポイントや職員の

意欲を引き出すための面談の進め方を学び、公正に評価を行うことを目指します。 

対象者 

次のいずれかに該当する職員 

・副課長級在職３年目の職員（派遣職員を除く） 

・副課長級在職６年目の職員のうち、本研修の受講が２回未満の職員（派遣職員を除く） 

・副課長級在職３年目又は６年目に該当した年度が派遣期間中であった職員で、今年

度派遣から復帰した職員 

・上記の対象年度に受講できず、今回受講を希望する副課長級職員 

・今年度階層別基本研修の副課長級研修の対象者で、かつ同研修の「人事評価」を受講

できず、今回本研修の受講を希望する副課長級職員 

実施日 ① 4/27(木)午後 ② 5/12(金)午前 ③ 5/12(金)午後 

予定人員 県９０人（各回３０人） 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

１日 

9:00 

～  

12:00 

 

又は 

 

13:30 

～  

16:30 

講義 

（講師：株式会社インソース 

坂田
さ か た

 二郎
じ ろ う

） 

 

・人事評価の意義と重要性 

 

 

・人事評価のステップ 

 

・期中のマネジメント・部下指

導・育成 

 

 

 

 

・評価のポイント 

 

 

・フィードバックの基本 

 

 

 

・ケーススタディ 

3 00  

 

 

 

 

・人事評価制度とは 

・評価者の役割 

 

・人事評価のステップ 

 

・部下を知る 

・部下とのコミュニケーションの重要性 

・ＯＪＴの意義と重要性 

・定期的にＰＤＣＡを行う重要性 

・中間面談を行う 

 

・能力評価の対象  

・評価の精度を高める 

 

・フィードバックの意義・ポイント 

・フィードバック時の環境 

・フィードバックにおけるコミュニケーション 

 

・ケーススタディ 

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

・副課長級在職１年目の職員については、原則、階層別基本研修の副課長級研修において

「人事評価」を受講していただきます。 

 



 

特別研修（県） 

研修名 
評価者研修 

（課長級職員） 

実施日数・時間 計１時間３０分程度 

手   法 動画研修 

会   場 各所属ほか 

ねらい 
人事評価の目的を確認するとともに、実績評価及び能力評価の実施のポイントや職員の

意欲を引き出すための面談の進め方を学び、公正に評価を行うことを目指します。 

対象者 

次のいずれかに該当する職員 

・課長級在職３年目の職員（派遣職員を除く） 

・課長級在職６年目の職員のうち、本研修の受講が２回未満の職員（派遣職員を除く） 

・課長級在職３年目又は６年目に該当した年度が派遣期間中であった職員で、今年度派 

遣から復帰した職員 

・上記の対象年度に受講できず、今回受講を希望する課長級職員及び所属長である副部 

長級職員 

・今年度階層別基本研修の課長級研修の対象者で、かつ同研修の「人事評価」を受講で

きず、今回本研修の受講を希望する課長級職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１００人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内     容 
時 分 

講義 

（講師：一般社団法人 日本経営協会 

手島
て じ ま

 伸夫
の ぶ お

） 

 

・人事評価制度の基本の再確認 

 

 

・目標による管理の必要性 

 

 

 

・能力・意欲（態度）評価と指導方法 

（ＯＪＴ指導含む） 

 

 

・人事評価の運用上の一般的な注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

・「人事評価の面談」を人財（材）育成 

に利用する 

1 30  

 

 

 

・人事評価制度の目的と構成  

・目標の設定 

 

・知識労働者とマネジメントの発明 

・目標による管理は「セルフコントロール」 

・目標による管理の理論的根拠 

 

・能力評価と業績評価の関連 

・部下の状況（能力・意欲）と上司の指導方法 

 

 

・人事評価の原則 

・人事評価の評定誤差（心理的偏向） 

・テレワーク勤務における評価について 

・障害を有する職員に対する配慮、育休取得促進 

に関して 

・会計年度任用職員の評価に関する留意点 

 

 

・面談実施のポイント 

・質問の種類と方法 

・面談とＯＪＴで目指す「組織と個人の成長」 

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

・課長級在職１年目の職員については、原則、階層別基本研修の課長級研修において「人 

事評価」を受講していただきます。 

 



 

特別研修（県） 

研修名 
評価者研修 

（副部長級職員） 

実施日数・時間 計１時間程度 

手   法 動画研修 

会   場 各所属ほか 

ねらい 人事評価制度について、その意義を再認識し、公正に評価を行うことを目指します。 

対象者 副部長級の職員 

実施日 研修生に別途通知 

予定人員 県１００人 

学    習    計    画 

カリキュラム 
動画時間数 

内     容 
時 分 

人事評価の運用状況について 

（講師：埼玉県人事課長） 

0 15 県人事課による説明 

講義 

（講師：一般社団法人 日本経営協会 

手島
て じ ま

 伸夫
の ぶ お

） 

 

・知識労働と「人事評価」による部下 

育成 

 

・働き方改革と生産性向上の人事評価 

 

 

・民間企業の評価と人材育成の事例 

 

・副部長職の人事評価制度の効果的な 

利用 

1 00  

 

 

 
 
・知識労働と目標による管理の自己評価 

・部下の能力と意欲の評価による適切な指導 
 
 

・成果指標を明確にする「アウトカムの考え方」 

・知識創造型のSECIモデルと面談の役割 
 
 

・民間事例に学ぶ 
 
 

・評価に係る留意事項 

・現在の活用状況、良い点・悪い点 

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

 

 

 



 

 

特別研修（県） 

研修名 
リーダーシップ・ 

トレーニング 

実施日数・時間 未定 

手   法 未定 

会   場 未定 

ねらい 
様々なリーダーシップのあり方や実践方法を学び、高度で多面的な視点を習得し、リー

ダーシップ能力の向上を目指します。 

対象者 

次のいずれかに該当する職員 

・任命権者から推薦された主幹級職員 

・任命権者から推薦された主査級職員 

実施日 未定 

予定人員 未定 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

 未定    

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知より確認してください。 

 

 

 



 

 

特別研修（県） 

研修名 警察業務体験研修 

実施日数・時間 未定 

手   法 未定 

会   場 埼玉県警察本部ほか 

ねらい 
行政職員として通常経験することのできない警察業務を実際に体験することにより、視

野の拡大、意識改革を図ります。 

対象者 任命権者から推薦された職員 

実施日 未定 

予定人員 未定 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

 未定    

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

・研修終了報告書があります。 

・カリキュラム等は都合により変更することがあります。 

 

 

警察業務の体験を通して、署員の高い使命感、事件対応・事務処理の迅速さ及

びチームワークなどを学びます。 

 

【参考】令和４年度実施内容 

・警察本部通信指令課見学 

・警察学校授業見学 

・警察署業務・交番業務見学 

・当直勤務研修（副課長級） 

 



 

特別研修（県） 

 

研修名 県内企業等派遣研修 
実施日数・時間 未定 

手   法 未定 

会   場 未定 

ねらい 
 県内企業の経営者から経営感覚やコスト意識などを学び、また企業社員と意見交換等を

行うことを通じ、県民の暮らしの感覚や県民目線を養い、職務に生かします。 

対象者 任命権者から推薦された職員 

実施日 未定 

予定人員 未定 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

 未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

・派遣研修修了報告書の提出があります。 

 

 

【参考】令和４年度実施内容 

・県内中小企業６社に９人の県職員を派遣 

 

以下の①及び②を企業ごとに実施。 

①企業活動・業務活動を通じて、主に経営者の経営感覚やコスト意識等を学んだ。 

②実際の現場業務等を通じて社員と意見交換を行い、研修課題に向けた作業、成果

物の作成及び発表を行った。 

 

 



 

 

特別研修（県） 

研修名 
行政研修Ａ 

～人事院公務員研修所との共同研修～  

実施日数・時間 未定 

手   法 未定 

会   場 人事院公務員研修所（入間市）ほか

ねらい 
国家公務員（総合職）向け行政研修に参加し、大局的な視野の習得とともに、人脈の拡

大を目指します。 

対象者 

次のいずれかに該当する職員 

・任命権者から推薦された課長級職員 

・任命権者から推薦された主幹級職員 

実施日 未定 

予定人員 ２人 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

 未定    

特記事項 

・詳細は後日送付する実施通知よりご確認ください。 

・研修終了報告書があります。 

 

 

 

 人事院公務員研修所で行われている行政研修（課長級、課長補佐級）に埼玉県

職員として参加します。 

 

（参考）令和４年度開催実績 

 

 課長級職員 

 令和４年９月２７日（火）～３０日（金）（４日間） 

 

 主幹級職員 

 令和４年８月１６日（火）～１９日（金）（４日間） 

 

※いずれも Cisco Webex Meetings によるオンラインで実施 

 



 

特別研修（県） 

研修名 異職場体験研修 

実施日数・時間 ３週間程度 

手   法 通所研修 

会   場 研修生受入各所属 

ねらい 

技術系の新規採用職員が自身の専門分野以外の職場や仕事を体験することで、県行政に

ついて視野を広げるとともに、専門以外の部署での人脈づくりなど「横のつながり」を促

進します。 

対象者 

令和４年４月２日から令和５年４月１日の間に採用された職員のうち、競争試験により

採用された職員（福祉職、心理職、設備職、総合土木職、建築職、化学職、農業職、林業

職、薬剤師、獣医師、保健師、管理栄養士に限る） 

実施日 

広域連合が指定した次のいずれかの日程に参加 

① 5/ 9(火)～ 5/26(金) 

② 7/11(火)～ 7/28(金) 

予定人員 県１２１人 

学    習    計    画 

日程 カリキュラム 
時間数 

内     容 
時 分 

 未定    

特記事項 

・詳細は、後日送付する実施通知により確認してください。 

・カリキュラム等は都合により変更することがあります。 

 

 

技術系の新規採用職員が、受入先が作成した「研修実施計画」に基づき、総務・

財務・広報などの事務や受入先の担当業務を体験する。 

  

※ 研修期間中の各日の具体的な内容は、受入先で作成した「研修実施計画」を

確認してください。 

 

【日程の例】 

（初 日）・受入先の施設案内、業務説明 等 

（２日目以降）・受入先の業務体験、出張先への同行 等 

（最終日）・研修成果の振り返り、意見交換 等 


